
大 会 注 意 事 項 

 

1. ベンチには、チーム代表者、監督、登録選手、コーチ 2 名、スコアラー以外は入れません。 

2. ベンチは、組み合わせで若い番号のチームが一塁側となります。 

3. ベンチに入る際は、同一チームのプレーヤー、監督、コーチが、帽子・アンダーシャツ・ストッキン

グを含む同一・同型・同意匠のユニフォームを着用してください（ロングパンツの着用は不可）。代 

表者およびスコアラーも、チームの帽子を着用してください。 

4. 試合は原則 6 回（J の部は 5 回）で、試合時間は 1 時間 20 分（J の部は 1 時間 10 分）を超えて新し

いイニングには入りません。ただし、後攻チームがリードしていて、先攻チームの攻撃終了時点で試

合時間が 1 時間 15 分を超えている場合は、その時点で試合終了とします。 

5. 前の試合が早く終了した場合は、予定開始時間を待たずに、すみやかに次の試合を開始します。 

6. 試合が開始された後に暗くなる場合や、雨天などで中止となった場合は再試合を行います。 ただし、

5 回表が終了し、後攻チームがリードしている、または 5 回裏の途中で終了が命じられた場合で後攻

チームがリードしているときは、試合は成立とします。 

7. コールドゲームは以下の通り適用します。 

- A・B の部：3 回 15 点差、4 回 10 点差、5 回 7 点差 

- J の部：3 回 10 点差、4 回 7 点差 

勝敗が決しない場合は特別ルールで決定します。ただし、決勝戦は 6 回（J の部は 5 回）で、試合時

間は 1 時間 30 分（J の部は 1 時間 20 分）とし、同点の場合は特別ルールを適用します。 

《特別ルール》 

継続打順で、直前の最終打者を一塁走者、その前の打者を二塁走者とし、無死一・二塁から 1 イニングを

行い、得点の多いチームを勝者とします。勝敗が決しない場合は抽選で決定します（選手交代は可能です）。 

8. 投手板からホームベースまでの距離は 16m、塁間は 23m（J の部は 14m、21m）とします。 

9. 使用球は連盟公認のケンコーボール J 号とします。 

10. 投手は、投手板に触れた状態でサインを受けなければなりません。 

11. ボークは適用されます。 

12. 監督および主将は、タイムを要求せずにみだりにベンチを離れてはいけません。 

13. タイムは、プレーヤーが求めた場合でも、審判が認め、宣告した時に成立します。打者がタイムを要

求するのは、投手が投球動作に入る前までとし、動作に入った後は打席を離れてはいけません。 

14. 守備側のタイムにより試合が中断された場合、その間の投球練習（捕手相手）は禁止します。守備側・

監督・攻撃側のタイムはいずれも各 3 回までとし、特別ルール適用時は 1 回ずつ追加されます。 

15. 次打者は必ず次打者席に入り、投手であっても同様とします。 

16. 抗議できるのは、当該選手または監督のいずれか 1 名とします。 

17. いかなる理由でも、相手チームや審判員に対する野次、暴言、暴力は一切禁止します。 



18. 試合の円滑な進行と学童らしい態度を徹底し、攻守交代は速やかに行ってください。ピッチクロック

は採用しませんが、無用な牽制球は避け、全員で協力して最終回まで試合が行えるよう努めてくださ

い。 

19. 選手・監督・コーチ・応援団などチーム関係者の言動に関しては、当該チームが責任を負います。大

会本部が著しく不適切と判断した場合は、関係者を退場処分とします。 

20. ベースコーチは、一塁側・三塁側とも攻撃開始前までにヘルメットを必ず着用してください。 

21. 金属バットは、J・S・B・B 連盟公認のものを使用してください。 

22. 出場資格に不備があった場合、試合前または試合中に判明したときは、相手チームの勝利とします。

試合後に判明した場合は次の相手チームが勝利し、決勝戦後に発覚した場合は準優勝チームの勝利と

します。 

23. 大会中に事故やトラブルなど予期せぬ事態が起こった場合は、大会事務局の決定に従ってください。 

24. 登録外の選手を試合に出場させた場合は、そのチームは失格となり、代表者および監督は 1 年間、全

京都少年野球振興会の学童野球に登録できません。試合中のトラブルは、審判部および審判部長の判

定に従ってください。 

25. 捕手は、危険防止のため、レガーツ・ヘルメット・プロテクター・ファールカップを必ず着用してく

ださい。準備投球時にもマスクを着用してください。 

26. 主将の背番号は 10 番、その他登録選手は 0〜99 番とし、監督は 30 番、コーチは 29 番・28 番とし

ます。連合チームであっても背番号の重複は認められません。 

27. ルールは、2025 年度公認規則に準じます。 

28. 第 1 試合に出場するチームは、試合開始 90 分前に会場に集合し、グラウンド設営の協力をお願いし

ます。 

29. 全京都少年野球振興会では、バックネット裏でのビデオ撮影は禁止されています。 

30. 太陽が丘、岡崎公園、三栖公園野球場は有料駐車場です。チーム名と「A・B・J」を明記した駐車証

を必ずご持参ください。横大路グラウンドへのご来場に際しましては、台数制限はございませんが、

極力少ない台数でお越しいただけますようお願い申し上げます。 勧修寺公園は駐車スペースに限り

があるため、【3 台以内】でご来場ください。 

31. 決勝戦は、学校行事やその他の事情があっても日程変更は行いません。 

32. 身体に不安のある選手（補助器具装着等）は、必ず事前にご相談ください。試合直前の申告には対応

できません。 

33. 大会中の負傷に対して、主催者は応急処置を行いますが、それ以外の責任は負いません。 

 

雨天時の連絡網について 

◎雨天時は、各部（A・B・J）通達用 LINE グループにて情報を発信します。 

◎電話連絡を希望される場合は、下記担当者へご連絡ください。 

担当：久保 竜治 携帯：090-3728-4965 

 


